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第五章「まがいものの快楽」と官能の衰弱
性行為の過剰は、いかに重大な危険をはらんでいようとも、臨床
医の目からみれば、それでもなお《自然》の要請に応えている。 「自分が診ている男性患者に女性を使うよう勧めた医者がいる
（１）
」とラル
マンは書いている。婚姻外の肉体関係全般とりわけ娼婦との関係、
思春期の娘の処女を奪う行為、姦通などは、自然な快楽を得ることが目的であり、また妊娠を伴う可能性があるいじょう、医学的に見て過ちというわけではない。
そのいっぽうで医者は、道徳神学における罪を、神に反する行為
ではなく、 《自然》に反する行為へと移し替える。危険とはもはや地獄の劫罰ではなく、身体機能の崩壊、病気、死なのである。医者は、彼らの考える「まがいもの 快楽」に属するすべて、すなわち「官能の衰弱」に導くあらゆる実践や奸策に罵声を浴びせる。自然と種に反する罪とは、したがって、自分自身に反し、性的快楽を味わう能力に反することを指すのである。性的濫用は 男女が分かち合う歓びを弱めたり、さらには殺いだりする。こうなると早晩 不能、不妊に、また当時冷感症と呼ばれ始めていた症状に たることは必至である。
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〈孤独な快楽の痛ましい結末〉
性的過剰であれ、性的欠如であれ、それによって引き起こされる
最悪の損害は、すでに見たように性的濫用である。それ特有の欲求を生み出すことによって本来の性的欲望を破壊する自慰行為、欲求不満と嫌 を惹起する「夫婦の不正行為」 、医者にはほとんど無視されていた獣姦、さしあた 治療学の対象外とされていた男色、性交の実践によって容易に治癒しうるように見えていたため臨床医の目にはさほどやっかいなものに映っていなかった女性同性愛などが、その性的濫用 あたる。
たしかに男色と女性同性愛にかんするかぎり、これらが欲望の特
異な形ではないかという予想は医者たちも持 い 。だがたいていのばあい、医者はこ を巧みに回避している。お手上げだと感じていたのである。
明示の度合いに程度の差はあっても、医者が訴えていたのは、性
的機能の濫用が増加しつつある 事実であっ 。社会的選良のあいだで閑と贅沢が増大し
（２）
、新たな生活リズムによって神経質が促
され、ますます自律的になった個人が、その極端 鋭敏 感受性から己の欲望や葛藤 声と快楽の機会にこだわるよう なるとともに、かつてない刺激を受けた想像力がますます高く飛翔し、大宇宙の現象や天候の浮沈と共振して生きる新た 習慣が現れることで、性的機能の濫用は増加していた。医者はこうしたデータとの関連で推論を進めている。彼らの目には、文明が、社会崩壊の徴候である非男性化の、いやそれどころか女性化の過程さえ促 ているように見えるのである。十九世紀も後半に入ると、 「夫婦の不正行為」 、堕落、倒錯、先天梅毒が人々を苦しめるようになる 、それ 先立って、自慰と梅毒によって生み出 る激 い不安がいくぶん落ち着きを見せ始めていたこ 時期 学者たちが懼れる損害 描 の前景
は、男女ともに欲望や生殖系が衰弱し性的能力が失われるのではないかという強迫観念が占めるようになっていた。
十九世紀初頭、スイスの医師ティソの著名な本を繙くと有益だと
いう認識をもつ医者は多かった。後に、孤独 快楽の痛ましい結末を展示したいくつかの博物館 影響を及ぼしたときとまったく同じように、人々の恐怖心を煽ることが主眼であったティソの著書『オナニスム』は、多くの人々を自慰から遠ざけたらしい
（３）
。 『百科全
書』において「
M
anstupration あるいは
 M
anustupration 」の項目を
執筆したムニュレ・ド・シャンボーはこのスイスの医師の著作からすでに多大な影響を受けて る。外科医のリニャックは、一七七二年、これを「若者が読んだらすぐに頭に叩き込まなければならない本」と考えてい
た（４）
。さらにデランドは一八三五年、 「この本を読ま
ない者は少なかったし、それが事態の改善に資したところは計り知れない」と確言し る
が（５）
、ラルマン教授もこの見解を認めてい
る（６）
。当時の医者の多くがティソの『オナニスム』に直接依拠してい
た。ティソによって紹介さ た症例のいくつか、とりわけ、自慰に耽ったためひどく苦しみながら死んでいった時計職人 有名な症例は繰り返し引かれている。病院の問診票にはかならず あなた 孤独な快楽に耽っていますか、 いう項目があった。とはいえ、同時に、著名な学者たちはこの著作にたいしてそれなりの距離を取っている。ハレはすでに、この本を読んだことに ら生じる鬱病 嘆いていた。一八一七年には、エルネスト・ヴィヒマンを翻訳し サント＝マリー博士は、過分 称賛さ きたこのスイスの医師が、実は、自分ではなにひとつ考え出したり、発見 り、一般化したりしていない平凡な能力の持ち主であった とを強調している。一八一三年にはモンテーグルが『医 事典』のある項目のなかで、ティソは大げさで、描像に人を脅すような言葉盛り込みすぎた め 、かえって悪影響を与えて と書いている
（７）
。その六年後にはフルニ
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エが、精子には生命力を与える力があるという価値感を嘲笑し、そんなことは、いかなる直接的な観察によってもまったく立証されていないし そもそも精子という実体が思春期を発動させるわけでも、知的 活力の源泉に わけでもない、とした
（８）
。ジョルジェも
また、 『オナニスム』の特徴である大げさな誇張を糾弾している。デランドはさらに突っ込んで、この著作の「嘆かわしい影響」に二度も言及している
（９）
。一八三六年、ラルマンは攻撃をいっそう募らせ
る。彼によれば ティソの本など「古い権威、勇み足ばかりの誤った理論、たいてい間違って るかくだらない不完全 所見、なかんずく臨床医としての重大な間違 を手当たり次第に積み上げたものにすぎない。文章はどこを取 も正確さを欠き、しばしば大げさで、そのため学者 臨床医のあ だではさほ 流行るに至らなかった
）（（
（
」 。ただし、繰り返しになるが、 「自己改善した人々」から得た数
多くの私的な証言にもとづいて、ラルマンはこ 著作が実用上有益であることは認めて っぽう、われわれが論じて る時代の末期において ルボーはこうし 美点さえ認め かった。大げさで、役に立たない危険な本と う烙印を押している
）（（
（
。
こうしてティソの本をこき下ろしていたからといって、医者がこ
のとき自慰を無害なもの 見 し たわけではなかった。医者から見れば自慰は相変わらず性 濫用のひとつであ 、一八七五年までこれにたいする糾弾は続 いる。しかし、医者たちは自らの見解を、肉体と精神を結ぶ関係 新た 見方や臨床側からの厳正な観察の要求、死体解剖の寄与やビシャが始めた病態生理学、またブルッセによる炎症学説に、要する 医学 漸進に適合させようとしていた。そこから症候、症候群、病理を積み重ねた極端にちぐはぐな描像が生じるのだが、その描像には折衷主義や、さらには、いささか人を困惑させる一時し ぎの小細工までもが透けて見える。医者が現行犯で矛盾を犯すこともまれではなかった。
たとえば、自慰という性的濫用の諸原因の一覧は、古代学説に大
幅に依拠しており、混乱した、さらには矛盾した形をとっている。しばしば言及される極端な節欲にかんしても同断であった。なかには器官に原因を求める説明もある。孤独な悪癖は性器の「先天的な配置」 、大きすぎるクリトリスや小陰唇、常に摩擦を受けることなどから生じるとする。ラシボルスキは「神経系の原始的な状態
）（（
（
」を
引き合いに出 ている。より頻繁に参照されるのは、や り古代学説の考え方で、気質あるいは「特発性の」体質に依るという のである。シャンボン・ド・モントーは十八世紀末に、ある頑健な若い娘の感覚が抑 がたく高揚す 症例に言及し 感覚の分析を試みこう述べている。 「この娘の生殖器の感受性は、ときおり〈快楽を味わう〉ことを娘に強い 」 。 「これらの器官を悩ますつら不安から、特だん放蕩に耽ろうという考えがなくとも つい手をそこに伸ばしてしま 。 の接触から生じる印象 快感に〈なり〉 、反省する暇もなく性的快楽 完遂される。過剰な健康によってばしば精神に呼び覚まされ 甘美な一瞬が忘れられず、 楽は繰り返され、やがて癖に
る
）（（
（
」 。その四十年後にはラシボルスキも、子
宮気質から生じる「感覚の抗しがた 要求」という考え方に依拠している。こうして特発性の体質によるも なら、自慰は治療できい。 「自慰は、自分ではどうすることもできない感覚 より常時維持され 両親や愛 人 ためならすべてを投げ打つことができるような、このうえなく優しい若い娘が、感覚 抗いがたい要求の奴隷となり、知らず知 ずのうち そ 要求に膝を屈していのであ
る
）（（
（
」 。シャンボン・ド・モントー、トルソー、ビュエ、マン
ヴィル・ドゥ・ポンサンは、掻痒感、ダルトル
〔湿疹、乾癬、批糠の
総称〕
、外陰部のかゆみ、回虫を先導的な因子として絶えず取り上
げている
）（（
（
。
医者のなかには、孤独な快楽が偶発的に発見されることと、快楽
を構成する感覚に大きな意味を与えるものがある。ラ マンは、馬術の練習がはじめて 精液漏を引き起こした若い男性の例を引いて
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いる。男性は「手綱を引くいっぽう、引きつる体で馬にしがみつき危うく死の危険を免れた」 。 「この事件が、彼の性的嗜好を倒錯させる原因になっ
た
）（（
（
」 。フルニエとベジャンは、知的能力の育成に専念
するあまり体育を疎かにする教育から、神経感覚の過剰な発達が出来することは他の濫用のばあいと同じだという
）（（
（
。こうした観点から
すれば、読書が非難されることはいうまでもない。ラルマンは、若い男性がラ・フォンテーヌとピロンを読んでから自慰を始めたという恰好の例を引いている
）（（
（
。
重要な症例はまだある。まずは、赤ん坊が「他人によってなされ
る自慰行為
）（（
（
」によって新たな感覚を知るという症例である。乳母の
なかには、 「ぞっとる ような好意のしるし
〔フェラチオ〕
」で赤ん
坊を勃起させる者もい 性交の真似事におよぶ者もある。教育学者ヨアヒム・Ｈ・カンペが著作を広めたドイツ 生理学者たちは、一七八〇年代にこの問題に関心 寄せて が、乳母がわざわざ好色を発揮せずとも 金銭目当ての授乳は自慰に影響を与えてるとみていた。この十八世紀末、乳母にた する攻撃と母親による授乳促進のキャンペーンは、自慰恐怖症からその力を汲み上げていたのである。
今日さらに分析を進めたサイモン・リッチャー
）（（
（
は、金銭目当ての
乳母に頼ると、子どもはやがて授乳の過剰と不規則を学習してしまうと考えている。わが子ではない赤子に乳を含ませる女性は、乳房が張ったらすぐに してしまう そうすると子どもは頻繁に快感を味わい、とりわけ生理的欲求のリズムの埒外で満足を得 ことになる。そのことが、似たような満足を自慰の 見つけようとする傾向 育むのではないか、 いう ある もちろんこれは 当時の医者には想像だにできな 解釈であって、時代錯誤を冒す危険がないわけではない。
子どもは、その後、使用人の行為を目のあたりにしたり、両親の
あいだで交わされる慎みのない言葉を またま耳にすることによっ
て、好奇心を刺激される。シャンボン・ド・モントーは「慎み深い少女たちが、そこで耳にした行動基準を実践しようと一線を越えるところを目にした」という。そして、 「長いあいだ家を空けさせず、帰ってきたときにはよく観察するのが習慣になっていれば、少女が逸脱行為に耽ったときには恥ずかしさから顔を赤らめていることにすぐ気づくだろう」と付け加えてい
）（（
（
。
幼い子どもの自慰には医者も驚かされている。フルニエはティソ
を受けて、揺りかごに入っているときから孤独な快楽に耽る子どもがいることを再確認した。モンテーグル 、自慰に耽 四歳半の幼児を観察している。パラン＝デュシャトレは一八三二年、 『公衆衛生学、法医学年鑑』でこの件にかんするより詳細な所見を述べ、デランドはフルニエとベジャンに次いで、四歳の 「ま で本能に導かれるように」自慰をしてい 幼 の有名な症例を引いている。この幼女が自慰に耽っ いることを周囲が気づいたのは 幼女が八歳のときだった。以後、幼女は手首をつねに縛られていたが、「両の尻をあわせてうまいぐあいに動かしたり、オナニーができそうな家具に乗ったりすることによっ 」目的を達してい が、十二歳のとき「ぞっとするような衰弱」のはてに死んだ。 「 の不幸な少女はいまわのきわにも性器から手を放さず、自慰に耽りながら息絶え
た
）（（
（
」 。ロジエは七歳女子の症例
を
）（（
（
、モロー・ドゥ・ラ・サルト
は同年齢の女子二人 症例を
）（（
（
引き、ラルマンはこの問題にかんする
事実をすべて列挙している。これら 著者によれば、幼児 おける「特発性の」欲望と快楽 発見は、その大多数が幼い女児 かかわっていたという。彼女たちの好奇心がよ 強く 欲求 疼き 苛まれる機会が多いからであろう。
長期にわたって自慰を誘引する因子がある。幼いときに目撃した
エロティックな光景の記憶である。ルソーやスタンダールの作品盗み読んでいなくとも自慰にいたる一連の症例があることを、医者は示している。子どにも以上のよ な性愛があるという意識は、ミ
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シェル・フーコーによって認められていらい常識になっている。ラルマンは、六歳のときに川で洗濯する女の剥き出しの脚にうっとり見とれてあやうく死にそうになった男児の症例を引いている。川に近づきすぎたため、足許の地面が崩れ、その女が助けに来なければ、男児は死んでいたかもしれない。四十五年後、この患者は、女性の剥き出しの脚の記憶が自慰 さいになによりも想像力を掻き立てたと告白している
）（（
（
。
七歳の男児が母親に連れられて川に行き、母親の女友だちと水浴
びをした。男児は女性の体の形を意識する。 「ひとりの婦人 膝うえに乗ったとき、背中に突き出 ものが押 付けられるのを感じて言いようのない気持ちよさを感じたが その充実した固さを味わいながら強烈な快感を得
た
）（（
（
」 。このときのことが脳裏を去らず、そ
の後、これに想像力を支配された彼 、そこから快楽を得て孤独快楽のためのネタ してい が 彼はこ 快楽のために健康を害してしまった。
また、いささか大胆な姿態で眠り込んだ女性の姿を覗き見たり、
乳母や料理女 はだけた胸を盗み見 りする子どももいる、とラルマンは付け加えている。 して目にし 光景 「終わ ことのない憶測」を生み、それが後になって、 「このような夢想がやってきてネタを提供する不実な快楽」を誘発する である
）（（
（
。すでに指摘し
たように、モンペリエ大学 ラルマン教授は、自分のところにはこれと同じ イプの証言が多数ファイルされ いると述べている
）（（
（
。
「思春期以前に［…］女性に頭脳を独占された」子どもは、強烈な記憶を持ち続け、青年期に達すると、 「そ 女性で自分の想像力を養い、女性にありとあらゆる姿態を取らせ こ た官能的な映像は至極真面目なことを考えてい ときにもふと立ち現れ、沈思黙考を掻き乱し、夢の かまで追いかけてく
る
）（（
（
」 。この映像は自慰
のときばかりでなく 女性との早すぎる性行為に臨むときにもまた、快楽を煽る。神経質の男性 ば い、この記憶に脚色を施し、
想像上の魅力をあれこれ付け加えて飾り立てる。完璧な美、得も言われぬ快楽を自ら創造する。そして現実に裏切られると、自分の殻に閉じこもりって 慰に耽り、 「自らの創造物に合致した快楽を見いだして、告白の要らない憧れの女性と好みのセックスを思う存分楽しむのである
）（（
（
」 。
やがて思春期がやってくる。長い伝統に棹さす医者の目からする
と、中学や寄宿学校は悪の巣窟に見える。中学生のあいだでは「自慰がいわば公然の秘密になっていて、恥ずかしげもなく自慰を告白する者もあれば、厚顔無恥に 、教師の目の前でさえ［…］自慰耽ろうとする者がいる」とフルニエとベジャンは断言している
）（（
（
。先
輩は後輩の手を借り、 「脅迫にせよ、奉仕にせよ、おぞましい任務の遂行」を強いる。いっぽう若い女性の寄宿学校では 友情の仮面の下に自慰が隠蔽され 。 「仲良しのふたりが一台 ベッドに寝ることもよくあ
る
）（（
（
」 。ラングロワ・ド・ロングヴィル、ビュエ、ラル
マンはこの証言に間違いがな ことを確認 い 。 「親しい友だちとの秘密の散歩
）（（
（
」はとりわけ疑ってかかったほうが良い、とラン
グロワ・ド・ロングヴィルは言う。「感染の温床」たる中学校で悪書がきわめて容易に手に入ることは間違いない、とラルマンは断言する
）（（
（
。本は確実に回覧され、恥じ
る者とていない。ラルマンもまた、ここに脅迫や暴力が介在していることをそれと く仄めかしているが、そ 根拠には一致した「数多くの」証言があると主張する
）（（
（
。デランドはこれに、聴罪司祭の慎
みない質問が加えられるこ をほのめかしている。よりまれな例だが、妻の貪欲さにうんざりした夫が自前 光景を楽しむためにいつも自慰をしていることがあり、 れは妻 方に責任があ デランドはいう
）（（
（
。
習慣獲得のメカニズムや記憶と想像力の役割にかんして、臨床医
の意見は一致している。 「経験した感覚の記
憶
）（（
（
」は自慰を始めるお
もなきっかけになっている、とフルニエ ベジャンはいう。美女
(177)
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見ると、 「その女性を抱いたときにわれわれが知った快楽の記
憶
）（（
（
」
が強力に働きかけてきてわれわれの思考を高揚させるが、これはそれと同じである。想像力の働きが、かかる記憶の喚起力に加わると、欲望は憎悪し、自慰は抑えがたくなる。悪が深刻化す のは、幻想、あるいは幻想的表象といってよいかもしれないが、それが支配力を持ち始めるときである。「感覚が過ちのただひとつの原因であるなら、感覚の影響が少なくとも過ちの限界とな 。だが 想像力がこの過ちを支配するやいなや、たちまち過ちに限度 なくなる。感覚にはまだいくぶんか休息があるが、想像力はもはや過ちと正しさのあ だ 隔てる中間地帯を許さない」とロジエは書いている
）（（
（
。これは、道徳神学の専門家
が誘惑と歓喜のあいだに厳密な分割を持ち込もうとするときに用いる弁別にかなり似た本質的な弁別で、生殖器と大脳のあ だに打ち立てられた共鳴関係に基づいている。最悪なのが、この両器官系が美徳に対抗して手を結び それによって 自慰の性癖 強迫になったときであることはいうまでもな 。
自慰という行為が想像力に強い緊張を強いるだけにいっそう、想
像力は決定的な影響力をもつ。主体は快楽 達しうる十分な強度で欲望の対象を表象できなければ ら 。ここ 、孤独な快楽 性交を分かつ本質的な違いがある。フルニエとベジャンは、 「恥ずべき興奮が向かう幻想の対象を、衰弱した個人 このうえなく強烈表象をさせるまで高揚し いわけにはゆ い想像力の」この「驚異的な緊張」を強調している
）（（
（
。自慰者は「性器を興奮させる想像力
と、想像力に火 つける性器の両者 かわ 代わる」働きかける。要するに、自慰とはまずもっ 「精神の作用
）（（
（
」なのである。自らに
歓びを与えるため 、個人はたえず新た 工夫を凝らさ ければならない。ここ かつてルソーが暴き出 た、この行為の大き 危険が潜んでいる。自慰者が享受する官能的な「衝撃」は、想像力の強度と、その衝撃を肉体に伝えるべく自慰者が用いるやり方に応じ
て変わってくるので、想像力の労苦はそれだけいっそう重要なものになる。もちろん、性交の最中よりも、巧妙に導かれたすえに到達するこの活動の大団円を遅らせることが容易であることはい までもない。 「かくし 、有害きわまりない技巧によって、この活動が持ちうる全能力を、それを蝕む悪習へと与えてしまうのである」 。たしかに、このような結末に至 ために、自慰者は女性との房事ほど大きな障害に出会うことはない。なにしろ 「生身の女性を好む男性にはじつ さまざまな出来事が起り いつも気を逸らされたり、活動を停止させられたりしているのにた 、オナニーに耽る男性の気を逸らす原因 どなにひとつとして い」 だから
）（（
（
。
想像力は完全な奴隷だから、自慰に耽る男女の頭のなかにはふた
つのことしか存在しない。 「人目を避けるこ と楽しむこと である。彼らはこのふたつ以外にな も 気がない 、また できな
い
）（（
（
」 。ロジエは孤独な悪習に没頭したある若妻について長々と論
じてい 自慰が彼女 なかで支配権を確立すると、 「羞恥心とう品位、親にたいする子どもと ての敬愛の念、夫婦の愛、母 愛［…］すべてが消え、すべてが失われる［…］ 。婚姻の床はもはや何も感じられない肉体しか受け入れず、その肉体も、かつては優し妻だった人と今や んの関係もなくなってしまう
）（（
（
」 。
男性が通常用いる自慰の手技を医者が記述することはめったにな
い。言わずもがな 言わんばかりであ 。すでに見 よう ブルボンは立位の自慰の量的 研究を試みているが その結果強調 れることになったのは、その頻度であっ 。いっぽう、風呂 な で繰り返し孤独 快楽に耽る例については、す にひとつ引いている。しかし、絶頂や名人芸に目がな 医者たちは、馬上や居間 、家族のいるところや教室内で成功した自慰については詳述しようとする。
デランドはある種の自慰について書いている。 「押し付けるだけ
で、 ［…］彼らはまったく、あるいはほとんど動か い。 たが
(178)
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て服を脱がずとも、座らずとも、手がふさがっていても、会話や読書に集中しているように見えても、なにがしかの作業に専念していても、彼らは自慰を行うことができるのである」 。とは え、その巧みな技も、目ざと 観察者を逃れることはできない 「物腰、顔色、沈黙に［…］なにか突飛なところがあ 」 。 「注意深い眼差しとなればとりわけ、いかに自慰者が熟達していようとも、最終的な興奮をそこから隠すことなどできない［…］身体が微動だ しないころは完璧というよりはわざとらしいし、下半身の不動性 上半身のようにはうまくゆかない
）（（
（
」 。
ラルマンはある若い男性のいっぷう変わった例を引いている。男
は思春期のあるとき、両腕で何か ぶら下がっていて勢い良く勃起し、その後とりわけ官能的な射精をしたこ があった。しかも、手を使うことさえなくそれに到達したのである。 「こうして彼は、家具やドア等にぶら下がり続け
た
）（（
（
」 。ある佐官は十歳のとき、宿題の
最中にテーブルの脚で生まれて初めて快感を得た。 「彼は何年にもわたって同じ方法を使い続けた
）（（
（
」 。
フルニエとベジャンは、銅の環、鍵、燭台、火打ちがね等自慰者
のペニスを締め付けることができる道具 列挙している 、デランドは自慰のための縫合手術の例を引用している。これら はるかに怖そうなのが、生殖器の奥深く 快楽を得るために用 られる手法である。尿道を疼かせるために、藁しべ、木切れ、大きなピンなど先の尖った物体を使うものがいる。デュモンは籐のステッキを使う男性を紹介している。トゥルーズの医学校 観察さ たこの二十八歳の男性は、十八歳から自慰 習慣に陥って た 、精液の漏出を避けるために、 「自慰をし くなったとき は（それは日に何回もあった） 、陰嚢裏の会陰部に籐のステッキを強く押し当てた。これによって生じ 圧迫が 尿道を閉塞させ い であ
る
）（（
（
」 。こ
うすると射精は阻止でき、なおかつ快楽が妨げられ こと ない。
しばしば引用される、ラングドック地方の羊飼いガブリエル・ガ
リヤンの例は、こうした恐怖の極限を示している。ガブリエル・ガリヤンは十八歳のときから自慰に耽っていたが、日に八回することもあった。ついに 一時間努力してもほとんど射精できないようになってしまった。十一年間彼は手しか使 こなかったが、二十六歳のとき、手では達することができなくなったので、長さ「およそ四プース
〔一プースは二七、〇七ミリ〕
の木の細い棒で尿道を刺激し
てみようと思いつ
き
）（（
（
」 、毎日いくども、しかもかなりの長時間にわ
たって尿道に棒を挿入し 「この粗野な摩擦の助けを借りて、彼は十六年間にわたり射精してきた」が、あるとき、この手口が不首尾に終わる。 こで彼は陰茎亀頭に切れ込みを入れ、陰茎を真 二つに裂いて、紐でまた縛る いうぞっとするような毀損をし、その後また同じような自慰に耽った。デランドの言を信じるなら、尿道に道具を挿入する自慰者の数は多 という。
医学文献はまた、集団的な自慰の場面、とりわけ羊飼いや普通の
村人による集団的な自慰の場面を報告して る。モンペリエ大学科学部長デュナル教授が植物採集ため セヴェンヌ
〔中央山地南東部の
山岳地帯〕
に入ったときのことだった、 「ある日、森の真ん中で五・
六人の若い羊飼いが車座になり、顔を見合わせ まま恥ずべ 行為に耽っている場面 出くわし 。不意に現れたデュナル教授の姿を見ても、彼らは平気な顔でその行為を続け
た
）（（
（
」 。ベルトゥロは二十
四歳、リンパ質の農夫だが、十歳から十四歳 かけてよく村の子どもたちと一緒に自慰に耽って た
）（（
（
。以上のような場面から、このよ
うなことが寄宿学校やリセの専売特許ではなく、し がっ 、人が言うほど贅沢や文明化や感覚の洗練 依存しているわ ではない、という見方をラルマンは力説して る。
医者は一般的に、男性の自慰よりも女性の自慰を詳細に記述して
いる。ヴィレーのようにこの悪習が「女児にお てより広 見られる
）（（
（
」と考える者と、フルニエやラシボルスキのように、男児ほど広
がってないだろうが、女児の自慰はより隠蔽しやすく 予想が き
アラン・コルバン著『快楽の調和』より（５） ― 8 ―
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にくいとし、前者の立場を取ることにためらいを示す者とのあいだに論争はあるが、いずれにせよ、女性が快楽を得るために用いる物や道具が数多くあることは、だれもが一致して強調している。 「膣はおそらく最も多くの異物が発見できる器官である」と、ファーブルはその『医師・臨床医 図書館』で述べてい
る
）（（
（
。ルボーによれ
ば、こんなにも異物が 見つかる理由は、 「臆面もない痙攣の瞬間に
）（（
（
」握った異物をつい手放すからだという。この種の自慰は女性
の欲望を緩和したり苛立ちを鎮めたりす どころか それらを 化させることにしかならない。一七八五年 シャンボン・ド・モントーはそう考えた。にもかかわらず、なかには尿道 異物を挿入することによって本物の快感を得る若い女性もいる 指摘してい 。とりわけピンが尿道 引き裂いたり、擦り剥い ときには快感があ
）（（
（
。事実、何人もの著者が、ガーゼを通して排膿するさいに
使う針や髪の毛をカールさせるために用 る針 尿道に挿入し、女性の「犯罪的陰謀」 供した例 報告 てい
フルニエとベジャンは、ある女性が、瓶についていた大きなコル
ク詮を、 「自分の想像力の錯乱を満足させるため
に
）（（
（
」用いた例を引
いている。だが、そ 次によく引かれるのは、一八二七年 行った『講義』のさいにデュピュイトランが学生たちに示した例である。それはある女性自慰者の例で、彼女は、ポマードを容れ 陶製の小さな壷を同じように挿入している。同教授 、ある女性患者から大量の針を引き出したときのことを学生たちに語ってい 。針は、「挿入した後に開
く
）（（
（
」大きな鞘を使って膣に移し入れたものであっ
た。コロンバ・ド・リゼールはこれに似たような自慰の手段があることを確認している。
以上のような物にかんするかぎりエロティックな文献も執拗に繰
り返し言及しているが、 のいっぽ で、固有 意味の張型となると能弁になる医者はめったにいない。医者が言及する はせいぜいアジア女性の張型と、より限られた範囲で、南仏女性 張型くらい
である。旅行者から聞いた話という言い訳で、フルニエとベジャンは高尚な『医学事典』のなかにポルノ紛いの記述を持ち込むことを自らに許している。この記述は、必要とあらば、医者が女性の快楽の絶頂にいかに魅了されていたかを示す証拠にもなる。フルニエとベジャンの記述によれば、アジアの女性は中空の玉を膣に挿入し、その玉をテンチ
〔コイ科の淡水魚〕
の口先にあてがうと、次いで、水
銀をめいっぱい入れたもうひとつの玉を最初の玉に接触するように入れる。 「太股や骨盤が少し動いても、あるいは外性器が少し勃起しただけでも、ふたつの玉 作用して疼くような感覚を引き起こし、好きなだけそれ 引き延ばすことができ
る
）（（
（
」 。旅行者が確言す
るところによ ば、 この奇妙なやり方の自慰をいつまでもやっているとやがて痙攣状態に陥るが、ときにそれは強
きょうちゃく
直と見まごうとこ
ろまで進む とがあって そうなると女性は周囲の人に頼んで、快楽の原因であるこの危険な道具から自らを解放 もらう」 。
張型には言及しない医学文献も、孤独な快楽が抑えきれないほど
だったり、発作を起こすほど ったりす 例にはふんだんに言及している。ルボーはある既婚婦人の告白を報告しているが、こ 婦人は、身を焼くような情熱のため、外国人 金を払って自慰を助けてもらっ た しかも、 「家庭では誠実 宗教に悖 こ のない節操を保ちなが
ら
）（（
（
」 。ベルメール医師はルーアンのある病院で、不
幸な恋の犠牲になっ 娘を目にしてい 。彼女は膣に石、藁束 木切れを入れていた。手 縛られると、今度は「個室 鉄製の棒に馬乗りになって性器を擦り、ふ たび性的快感を得ようとし 」 。彼女は息をひきとるその瞬間まで、 「このうえなく激 い愛 ほとばしり」に身を任せたいという欲望 捨てられ かった
）（（
（
。
われわれの観点からより興味深いのは、医者が自慰の指標となる
徴候や刻印に注意 向けるその射程である。こ 点に んするかぎり、古代の医者ケルススの観察以来蓄積されてきたデ タが、十九世紀前半の医者の鋭い観察眼によっ 充実されている。長いあい
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だ、目の輝きは、破瓜や自慰との関係でなにがしかの意味をもつものと見られていた。性的な欲求の沈滞や緊張は目の輝きにはっきり映し出されると考えられていたのである。シャンボン・ド・モントーは若い女性自慰者に向けて書いてい みなさんの情熱は「目のなかにつねに顕れています。みなさんを過剰な性的快感に絶えず差し向けようとする欲望が〈ありありとそこに息づいているのです〉 ［…］見られたからといって、 なたの額が恥じらい 赤くなることはもはやありません［…］注意を惹か ようかなりぼかされてはいても、淫らな言葉が会話 なか ふと漏れ出すことがあれば、その意味をみなさんの目のなかに読みとることはできるでしょう［…］ 」 。つまり、 「隠 立てをし も無駄なのです
）（（
（
」 。
半世紀後、ラルマンはこの眼差しを診る臨床医学を深化させる。
目の輝きが失われ とたちまち視線が不安定になる。ラルマンは自慰者について書いている 「彼らの落ち着か い眼差しは 他人の眼差しをしっかり受け止めることができ い。当惑したよう わてて視線を逸らし、しばらく中空 彷徨わせたあと、最後にはうつむいて足許を見る。こうして視覚器官が不安定に揺 るあ だも、声が震えたり、言葉に詰まったり、興奮してどもっ り、立ってるときに下半身が揺れたり、手がいつも震えた 頻脈になったりといった症状が現れる
）（（
（
」 。
しかも、自慰者のとろんとして覇気のない目は落ちくぼみ、周囲
を縁取る青みがかった鉛色の隈は、特に両目の内角側で濃い。以上の症候に、下瞼のたるみと「上瞼の痙攣
）（（
（
」が伴うことが多い。痩せ
た顔、飛び出した頬骨、大きすぎ よう 見える鼻、赤みを失った唇、蒼白い顔、悪臭のする息、そしてなによ 皺よった額に吹き出たおできの化膿が、臨床医の目には孤独な悪習の証拠に見え
）（（
（
。
女性自慰者は声がしわ れ、くぐもり、弱くなり、 「ついには消えて聞こえなくなる
）（（
（
」ことをロジエは指摘した。
医者にとってより捉えにくい症候もある。男性のばあい、早すぎ
る思春期、次いで弛緩した性器が孤独な快楽を示している。リュイエによれば、両性とも、生殖器の状態を見れば、しかも一瞥で、まともな外観を呈したクリトリスであるか、若い男の性器のばあいっそう、獲得した形態 ボ ュームがまともな外観を呈しているか、どんな臨床医の診断よりもはっきりと分かるという
）（（
（
。リシャー
ルはこの病像をいっそう明確にし、目の周囲に浮かぶ鉛色 隈に加えて、歯のほ らい白い琺瑯質がくすんで灰色になるという病像挙げている。 「肉体はその堅固さを失い、まる 溶解す よ に」 、ただ蒼白く痩せて皺だらけの存在にな
る
）（（
（
。若い女性の胸はもはや
「丸い骸骨にしかみえない」 。この世紀をとおして「オナニー的」外観を要約するひとつの概念が流通していた。萎れ、という概念である。
臨床医はその後、自慰者の〈刻印〉だけでなく、彼の行為の徴候
も認識することになる。ときには隠蔽工作や睡眠偽装の裏をかくことに成功することもあった。蒲団に入ってから 、あるいは起床までの短い時間に、自慰者は罪を犯す可能性がある。彼の手がベッドの外に出ていることは絶えてなく、頭 た い上掛けの下に隠そうとする。蒲団に入 とたちまち深い睡眠に陥ったように見えるが、この偽装がかえって行為 裏付け 徴候である。そこで近づて見てみる 「顔を真っ赤 して汗だくになり［…］呼吸を荒げ、脈は平常よりも強く速く打ち、血管 太く って体温が上昇している
）（（
（
」 。こうして、自慰に伴うある種の「全身の膨満状態」を見破る
ことができる。 「突然上掛けを剥 」だら、 「この若者の手が［…］性器をいじくり回しているか、その周辺 伸び いるのを目にるはずであ 」 。陰茎が勃起していることを確認できるかもしれない。ときには「出たばかりの精液が［…］手にべっとりついている」ことも発見できよう。 「シーツやシャツについた精液の染みが手がかりを与えてくれるばあいもあ
）（（
（
」 。
自慰を追いつめようとする医者は、こうして、自ら戦術を明確に
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してきた。ティソの信用はいささか失われていたとはいえ、依然として孤独な悪習はさまざまな病気を生み出すと思われていただけに必要な進歩であった。ルボーによれば、孤独な快楽それ自体が性交によって得られる快楽よりも危険だということはまったくないものの、孤独な快楽はより容易なために過剰に淫しやすいという。日常生活においては性交で る機会よりも自慰できる機会の方が多 。性交のため は、男女のあいだに完全な調和がなければなら いし、二人がすっかり外界から孤絶されている必要があ 。しかも、性交は「ふつう エネルギーがじゅうぶんな程度 まで［…］達した男性の専有物である
）（（
（
」が、自慰のばあいそんな必要はまったくな
い。
ルボーがここで表明している意見は、十九世紀前半の大多数の医
者に共通する意見ではなかった。なかにはフルニエのように、自慰は病気の原因になると勝手に決 込むのではなく、ほんとうにそうなのかよく観察す べきだと考え 医者もあったにせ 。いっぽう、デランドは、例えば狂気のように孤独 悪習が長い時間をかけて準備した と、罪深い快楽によ てただちに惹起さ病気、そして自慰によって必ず重症化する病気の三者を区別するよう促している。もちろん、自慰がいわゆる病気とは考えられないトラブルも数多く引き起こすこ は言うまでもない。デランド よれば、 「オナニズムの最 一般的な帰結は、はっ りし 形をもつ病気や、疾病分類学の枠組みにおいて揺るぎな 位置を占める病気りはむしろ、特徴がはっきりし い身体不調として捉えられる」という
）（（
（
。一八三五年にはすでに、つい先ごろまでティソが示していた
調子とは違っていること 看取できる。
すでに見たように、デランドによれば、性行為に引き続いて起き
る状態の永続化が、孤独な悪習により誘発されるこうした特異的な身体不調の最初の顕れになる。そのために、感覚全体が少しずつ器的になり、あらゆる身体機能がたったひとつ 身体機能と 感
じられるようになる。デランドによれば、この状態に特異的な最初の顕れが、例えば「寒さ、暑さ、乾燥、湿気、雨…
）（（
（
」といった環
境の変化を過度に感じてしまう「過度の感受性
）（（
（
」である。思春期以
来、そのうち数年間にわたっては猛烈に自慰を行ってきた二十二歳のある若者が、こう告白してい 「わたしはあまりに感受性が強くなってしまったために 天候のわずかな変化でも、嵐のと にはとりわけ、体調がとても悪くなります［…］寒くても、暑くても調子はよ ありません
）（（
（
」 。
また、このロジックは、性行為の過剰から帰結を導くロジックと
変わらない。古代
　
背面消耗性疾患に属するすべてを、この孤独
な悪習にふたたび見いだすこと できる。ロジエは、彼の発言を裏付ける権威の一覧表
―
ブールハーフェ、ホフマン、ファン・ス
ウィーテン、ハラー、ボワシエ・ド・ソヴァージュ、フーフェラント―
に言及したあとで、自慰の古典的な病像を、ただし今度は女
性にかかわる病像を示して る。女性自慰者は痩せ、消耗する。「頭から脊椎に沿ってまるで蟻が降りてくるような感じがする。ただ散歩をするだけで［…］息が切れ、衰弱し、汗が噴き出し、頭が重くなり、耳鳴りがす 。大脳や神経の病気、つ り痴愚や白痴になる。胃の調子が狂い、人は生彩を失って無感覚になり、怠惰になる。若者は老け込んで弱々しくなり、目が落ちくぼむ。腰 曲がり、両脚はもはや身体を支えられない［…］不随状態になる人 いくにんもい
る
）（（
（
」 。さもなければ、微熱や高熱が続いたまま人生を終
える。一晩に四・五回も自慰 して たために四肢が衰え、体重を支えられなく った い男性を、ビュエは施療院で観察している
）（（
（
。
医者は解剖のなかに、彼らが主張する説の証拠を探し、発見す
る。背面消耗性疾患の病像 これ以後 く 病の臨床医学と結びつくことになった。マルク＝アントワーヌ・プティによれば、孤独快楽は肺結核の主た 原因 ひとつだという
）（（
（
。性行為が腺に与える
影響を考慮に入れるな 、リンパ性体質、そして当然のこと がら
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腺に発するさまざまな病気、とりわけ甲状腺腫にかんしても同じことがいえる。
孤独な快楽と不随意の精液漏との関連については後に再度検討す
るが、孤独な快楽は〈生殖系全体の弛緩〉を誘発する。それは生殖系の神経を高ぶらせ、器官を衰弱させる。生殖器を萎れさせ軟弱にしてしまうのである。孤独な快楽のために、勃起は次第に緩慢になり、不完全になる。性行為の過剰と同様に、この種の濫用も神経系に害をおよぼす。デランドも、自慰によって誘発されるトラブルを得々として列挙してい が、その長々しいリストを こで繰り返すにはおよぶまい。それよりも興味深いのは、自慰者が特定の痙攣に苦しむことに言及 い 点である。同じデランドによれば 自慰に手を染めた者は、完璧な性交 最中であっても 二度と再び〈他の男性と同じような肉体的快楽を享受〉できないという
）（（
（
。これは、
後に先天梅毒が取り返しのつか い罪とされたとき 考え方によく似ている。デランド さらに加え 、孤独な営為に特徴的 一連「本態性拘縮
〔はっきりした外的起因がなく、筋が不随意かつ持続的に収縮す
ること〕
」を挙げている。この本態性拘縮は人を一種の麻痺に導く可
能性がある
）（（
（
。
自慰者はとりわけ知的な能力を侵害されるおそれがある。ピネル
は自慰の悪習を精神的な病の突発に関連づけている。より平均的な見方は、注意力や記憶や理解力が悪影響を受けたり、荒廃させられたりするというものである。想像力が阻害されることは言うまでもない
）（（
（
。
われわれが論じている主題にかんして、最も重要な点が残ってい
る。自慰者が味わう快楽に特有の性質、形、性格はいかなるものか、自慰の心理的影響が かな ものか そ 省察である。自慰の快楽は、真の快楽ではない。それはまがい物で、いかなる意味での交流も含んでない。 「だれとも共有す ことができない悦楽を、自分だけで集中的に味わう」のがこの快楽である
）（（
（
。障害にいっさい出
会うことなく容易に得られるが、性交が与えてくれる失望よりも危険な種類の失望を必然的に伴う、そうした悦楽なのである。自慰者はそもそも自嘲的な気持ちをもっており、 「自らの性的快感を孤立化させれば、それを損なわずにすますことなどできない。そこで、絶え間ない不安が精神 支配し［…］すっかり元気を奪ってしまう。そこには荒涼とした土地がただ広がっ いるばかりで、さしあたって助けてくれる人 いなければ、勇気づけ くれるものも、欲望も、来るべき未来への希望もない
）（（
（
」 。孤独な快楽は、世紀病
〔フラ
ンス十八世紀末の初期ロマン主義にあらわれた反現実的、退廃的な心的状態〕と、その当時、無力感の脅威から生じて た激しい不安に結びついていたと言ってもよい。フルニエとベジャンは、苦い後悔と悔恨に根を持つ心気症を引き起こす「心の中の不満
）（（
（
」を、彼らの分析の中
心に据えている。自慰者を苛む心理的な苦悩の原因 む ろ「内心の恥辱
）（（
（
」にあるとデランドは考えるが、その結果、彼は道徳神学に
回帰してしまっ
医者によれば、自慰はとりわけゆゆしい影響を伴うという。生身
の性行為から得られる快感に執着しなくなる、と う影響である。孤独な悪習によって生み出され 自己への引きこもりや社 的な絆への無頓着が種の存続を危うくす いじょう これは折に触れて前景化する主題である。 か 、男性のばあい、女性との肉体 結合にたいする欲望の喪失と称されるものは たんに 一時的な性 不能から生じているわけではなかろうとラルマ は考える
―
ただし
そう考えるのはラルマンひとりであるが。ラルマン以降 孤独な悪習と不 を結びつけ 研究は、生殖器の状態のみならず、 「自己中心化された」性的快感が生み出す心理的破綻に 焦点が合わせられるようになる。
繰り返しになるが、いずれにせよ、大多数の医者は一定の理路に
沿って、性交 たいする関心 喪失を、自慰の悲惨な結末だと考えていた。十五歳で初潮を迎え、その ぐ後に帯下
〔女性性器からの血
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液以外の分泌物〕
を患った二十三歳のある神経質な若い女性に、控え
めなドゥピュイ博士が、一八一六年、聞き取り調査を行った。女性は頭痛、胸、腰部、大腿部の痛みを訴え、顔は黄色かった。自慰を疑ったドゥピュイは、 「できるだけ慎み深いやり方で」探りを入れた。 「 いへんな苦労のすえに私が得た告白によれば」とドゥピュイは書いている。 「十四歳のとき小間使いが孤独な快楽の趣味を彼女に吹き込み、そのときいらい
―
ということは足かけ九年間に
わたって
―
彼女は夢中でこの種の不摂生な行為に耽ってきたらし
い。男性とのつき合いにまったく興味がなくなり、堪えがたく感じたときさえあったと
う
）（（
（
」 。幸い、ドゥピュイはこの「致命的な性
癖」を嫌悪させることに成功する。患者は健康 、男性にたいする欲望を回復した。マンヴィル・ドゥ・ポンサンは 女性が独身でいる多くのケースを、孤独な悪習と こから生じる「結婚の正当な快楽」にたいする無関心によって説明している。とりわけ彼が遺憾に思っていた は、女性自慰者 なかに 肉体の刺激を和らげる正当な方法」を生涯にわたって嫌悪する女性が じょう、こ 孤独な悪習が「婚姻の床 にまで忍び寄っていることであった
）（（
（
。
だが、孤独な性的快楽にたいする性癖はどこからやってくるのだ
ろうか？月経の終わり頃にこ 快楽が高まること 間違いなルボーは言う。ルボーによれば、自慰によって誘発される病は全身の感覚を少しずつ荒廃し、 「性的感覚」は間接的な被害を受ける。したがって、性交にたいするこうし 嫌悪感 、性 過剰によ うんざり感とは大きく異 っている。というのも、前者は肉体的享楽の欲望には影響を与えないからであ 「オナニズムの過剰が凍り付かせるのは交接欲だけであって」 、 「孤独な にたいする情熱」はむしろ煽られる
）（（
（
。既婚の自慰者が男女とも、肉体的結合のあとで
すら彼らの特殊な欲求をまった 失わずに のは、こうし 理由からである。
ルボーに先立つこと数年、ラルマンもまたこうした区別を深く掘
り下げようとしていた。不随意の精液漏を専門とする臨床医ラルマンは、以下の四つの病理的与件を混同してはならないと注意を促している。すなわち、性器の感受性、射精の加速、官能の発達、精巣と陰茎に原発する可能性 ある痛みの四与件である。具体的にいえば、個人によって程度の違いはあるものの、自慰によって生殖器が弛緩し、軟弱 なった生殖器が逆説的なことにより敏感に って感覚の律動が変化し、射精が起きるまで 時間が早まるいっぽうで、快感の強度は減じ、苦痛が現れるこ さえある 一見したところ矛盾に思えるこうした現象をラルマン 格言が簡潔にまとめて る。自慰者においては、 「性器の感受性が増大するにともなって、快楽の強さが減少す 可能性がある
）（（
（
」 。
したがって、孤独な悪習は、性交の過剰よりもはるかに性器を弛
緩させ、勃起を不完全にし、射精をますます意志によって統御しづらくし、逸楽を減退させると同時に やすく繰り返すよう導き、性交を困難にし 性交 もたらす完璧な快楽を喪失させ 。した って、われわれがするように、自慰 臨床医学 不随意な精液漏の臨床医学、不能の臨床医学の三 を分けることは、いささか人為的にすぎることが理解できる。
器官と精神を荒廃させるこうした過程、こうした本能の倒錯をと
おして、自尊心や男 しさは剥奪され、ひとつ 人生を構築 てゆこうという自覚の目覚めは遅らせられる。 「感覚」が失われたり、「じゅうぶんに思いをめぐらしながら内的自己を知覚する
力
）（（
（
」が失
われるまでの緩慢な過程をロジエは暴 出したが、学者たち この過程を好んで辿っ いる。いっぽう、フルニエとベジャンは、ティソに依拠しつつ、孤独な快楽を求める者 「生存感には生き生きしたところがはなはだしく欠落している」と嘆く。 「ある自慰者こう言っている。い 自分の目の前で起こっていることが、まるでひとつの夢想みたいに感じられるのです わたしはもはや、頭を使ってわざわざなにか 考え出そうと 必要なんかありません
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と
）（（
（
［…］ 」 。殺人的な孤独への性向、さらに妄想は、内面の病を最も
鮮明に映し出す症候なのである。
こうした文脈を念頭に置か ければ、孤独な快楽 耽る男女にた
いして医者が下す恐ろしい予言が、いかなる災禍をもたらしていたかじゅうぶんに理解できない。患者を矯正するために、臨床医はときとして患者から治癒の見込みをいっさい奪うことがある。悲劇的な末路が待っている 脅すのである デランドは自慰者の末路について書いている。 「死が待っていると聞かされると、自慰者はしばしば身の毛もよだつ絶望の淵 投げ込まれる。健康に満ちあふれ、まだオナニズムを知らなかった頃のことがしきりに思い出される［…］致命的な結果をもたらす習慣から身を引き剥がすために他人から言われたこと、本で読んだことを思い出し、思 出したこ をさらに大げさに考える［…］予告され 終わりがすぐそこまで来ていて、避けられないように思い込
む
）（（
（
」 。というのも、彼はまだ「飽
くことのない習慣」 支配されているからだ。 「これほど恐ろし精神的状況は想像でき 」 デランドは付け加えて る。かくしてデランドは、自殺したか、そうしよう た自慰者は、 「犯罪的なフィナーレで自らの苦悶に」ピリオドを打ち かった だ、と考えている。
自慰という性的濫用にかんして、ティソを批判しつつも彼から影
響を受け、心理的な分析を深めようとしていた医者たちの側に新たな現象が現れた。自慰者、不随意 精液漏や不能の犠牲者、さらには肛門性交実践者たちを眼前にしたとき、すなわち社会から脱落した個人を正面から見据えたとき 彼ら 明かに狼狽を見せたのである。社会から脱落した個人は、口には き 秘密を抱え、心の奥底にひっそりしまい込んでいたからだ。
こうした孤独と心の闇が存在することは、男女の別なく明瞭で
あった。ちなみに、女性の自慰者像と、悲劇的な運命の犠牲 ったロマン主義的な少女像とのあいだには明瞭 類似性がある。冷や
やかな人物像、痩身、やつれた顔や鼻、欲望のみずみずしさではなく苛烈さを伝える目のまわりの隈、神経の支配に屈した女を待つ肺結核症の脅威、孤独を愛し 奔放な想像力を与えられたあまりに感じやすい人間が抱えていると思 れる内面のドラマ。以上が類似性をなす共通点である。
自慰、精液漏、不能は、その犠牲者に、秘密を上手に隠匿した
り、巧みに隠し立てをしたり、表沙汰にならないよう自分を抑えたり、手がかりを巧妙に操ったり 臨床医 目に見破られないよう煙幕を張ったりすることを強いる。かく 学者は徴候の類型の一大コレクションを練り上げることになり、その技芸は、微妙な陰影や細部、実体はつかみにくいが示唆に富む徴候を追求する小説家に似てくることになる。ただし、追求 る は小説家に似ていても、詮方なしに追求するのが学者だが。〈不随意な精液漏と「早漏」 〉
医者がもはや二重精液の存在を信じなくなっていた当時、不随意
な精液漏とは男性に特有の疾患であっ 。体液理論のロジックにたやすく組み込まれていたためすでに古代から認識され、トヴリー（一六九三年） 、次いでモルガーニが記述し、十七世紀中葉にはジャムの『医学事典』に紹介されていた の病理は 十八世紀の四半期にわたって等閑視されていたようである。ヴィヒマンは、した ってこの追随者にみえないこ もな が、彼は一七七二年に初めて不随意な精液漏の観察を公表し、その十年後にはそれを論文にまとめている。とはいえ不随意の は、一八一七年にサント＝マリー医師がヴィヒマンの著作を翻訳して膨大な注と所見と考察 付すまで、忘却の淵から救 出されることはなかっ 。サント＝マリーこうして、性交による射精でもなければ、自慰でも、道徳神学の専門家の夜間遺精でも い 液 漏出に同業者の注意を喚起してい
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る。
ヴィヒマンとサント＝マリーは不随意の精液漏のおもな症候を記
述している。一八〇九年、ある小都市で教室を開いていた男性のダンス教師が十五ヶ月前から精液漏出を伴う不能に悩まされていた。この男性はそれ以前、愛の快楽にきわめて貪欲だったが、性病に罹患したわけでもないのに、突然、まったく欲望がなくなってしまったのである。 「美し 女性を見るといささか気にはなるのだ 心のなかに欲望が喚起され だけですぐさま が漏れだしてしまい、しかもそのさい、尿道に温かい液体が流れているとい 感覚以外なにも感じない。馬に乗っ ときにも た、歩い いも、陰茎亀頭が包皮によってきちんと包まれていないときには、下着と擦れただけで同じことが起こっていた。睡眠中も、官能的な夢に誘われるわけでもないの 、勃起もないまま、しばしば精液が漏出しているのである。仰向けに寝るだけで精液が漏出する
）（（
（
」 。
精液漏の病理学が医者の論文から消えるまで、その病像はほとん
ど変化していない。ところ その後、とつぜん精液 の存在自 に異議が唱えられるようになった。ブールハーフェは、接触による快感なしに精液が漏出す 例など近年見 ことがな と断言し りわけハラー、ハンターがこの疑念に賛意を示す。ヴィヒマンの著作が出版された もかかわらず、不随意の精液漏はなか か世に知られず、一八二二年からこの研究をしていたラルマン博士が学者の世界にこれをやっと認めさせたのは一八三六年から一八四二年 あいだであった。二千頁に及ぶラルマンの著作は大反響を巻き起こす。この著作が刊行されて以来、 「学術団体、大学、医学界、学校の先生、すべての医師 精液漏 多大な関心を寄せてい
）（（
（
」ことを、一
八五四年に依然としてデュフィユは認めている。精液漏の世 的な伝播を緻密に辿ったエレン・バユク・ローゼンマンは それはまさにパニックだったと形容 いる
）（（
（
。今や精液漏はあらゆる病気のう
ちで「哀れな死すべき存在の精神 、狂気に次いで深く苦しめる深
刻な病気」となっ
た
）（（
（
、と一八三九年にはすでにラスパーユが彼の
『病院新聞』に躊躇なく書いている。精液漏という疾病分類学上の単位が、とりわけその致命的な結末において依然異論の余地はあることは認めつつも、デランドもこの存在を強固に信じていた。不随意の精液喪失が人間を荒廃させると信じていても、治療目的でデランドが行っていた焼灼術を批判する者はいたが。この病気が医療の地平から真の意味で姿を消すのは、われわれが扱っ る時代以降のことである。 『パリ市立病院 臨床医学』の一八六二年号でトルソーは精液漏に依然 して大きな位置を与えている。
ラルマンが提供するおよそ百五十の症例を読んでみると、精液漏
は、節欲
―
多くの聖職者がこのケースにあたる、性交の過剰、自
慰、そして後になると夫婦 不正行為によって引き起こされるさまざまな害の合流点に位置する、さまざまな淵源 もった疾患だとうことがわかる。要するにそれは、欲望と快楽の調整不全を裏付ける病気なのである。 〈性器の働き かんする医療的思考 ロジックを把握しようとする者にとって、精液漏が中心的な病 し 浮かび上がってくるのは、か 意味 おいてである〉 。この病の特異性をよく認識し、とりわけ、よく見かけ よう 自慰 混同し いことが重要である。
体液医学の視点から見るなら、夜間遺精
〔夢精〕
は決して悪いこ
とではない。トルソーも引き続きそれを認めてい
る
）（（
（
。夜間遺精
〔夢
精〕
とは、とりわけ「精液過剰」に悩む思春期の若者にとっては「自
然発生的な排出行為」であり、 「健康に良い発作」であるとされる。ラルマンも、射精が体に良いことが分かると同伴者 肉体関係を結ばなくなると嘆きながらも、夜間遺精
〔夢精〕
による射精自体は有
益であることは認めている。彼は夜間遺精
〔夢精〕
を男性版の月経
と考えることを提唱し、これには「強烈な感覚
）（（
（
」を伴うことが望ま
しいと加えている。同業者も認めるラルマンのロジックに従えば、いかなる射精にも必ず快感が伴うはずで もしそうならない す
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なら、それは病気の圏内に踏み込んでいるからである。この見立てによれば、エロティックな夢が夜間遺精
〔夢精〕
の引き金になるの
は良いということになる。勃起や精嚢の痙攣性収縮のば いと同じように、官能的な映像が「じゅうぶんに熟成された精液のなかの精子に、素早く絶え間のない動きを」引き起こし、 「それが精巣の粘膜を疼かせる
）（（
（
」 。
いっぽう不随意の精液漏は、夜間のものであれ昼間のものであ
れ、夢精というこの精液漏とは機序を異にしている。トルソーは不随意の精液漏を受動的射精
）（（
（
、デランドは「非痙攣性精液漏
）（（（
（
」と名づ
けている。この病気では、 「夢も、勃起も、快感も、 、いかなる特定の感覚もいっさい伴わな ままに射精が起こる とラルマンは詳述する。それは瞬時に起き 。色 臭いも粘稠性もない液体で「患者の局部が一瞬にして濡れてしまうのである」 。患者は、 「陰茎の根本や鼠蹊部周辺、あるいは大腿部」に「あの水っぽい排出物」が「家の庭のナメクジが通った
）（（（
（
」あとのようなあの長い痕跡を残し
ている を見てびっくりす
連続的な段階を辿り、患者も臨床医もはっきりと捉えることので
きないほど〈知覚しにくい推移〉を描きつつ病は重症化する。ラルマンの考えによれば、病気それ自体は昼間射 ともに現れる。その後の緩慢な経過をラルマンは次のようにまとめている。性交あいは自慰のしすぎ 「性器 過剰興奮」とともにまず精液漏が始まる。次に「過剰な性交や自慰を止めても、精液関連臓器 執拗な炎症状態が残る
）（（（
（
」 。そのために、 「不完全で快感のほとんどない勃
起により早漏が起き 」 。射精管 弛緩 ともない まもなく病理的な炎症が起き、最 には、かすかな勃起も、わずかの快感もな精液の排出に至る。この排出はとりわけ排便中ある は排尿中に起こる。
性交を試みようとしても、性器系の衰弱、諸器官の弛緩、 「神経
性
無アトニー
緊張症
」 、器官の不活発によって、精液漏の患者は早漏を託つ
ことになる
）（（（
（
。トルソーは二十七歳のある男性の例を叙述している。
この若者は、三年間慢性の膿漏症
〔主として淋病による泌尿生殖器の伝
染性疾患〕
を患い、九・十ヶ月前に治癒したが、その後、精液漏に
悩んでいた。患者が性交に挑もうとすると、ほとんど即座に、完全な勃起前に射精が起こってしまう。 「この若者がわれわれに語ったところによると、ある日 愛 合 カップルを描いたショウウィンドウに陳列した店の前を通りかかったが、その扇情的な絵を眺めただけで、勃起するまもなく、大量の精液を漏らしてしまったらしい
）（（（
（
」 。いっぽうルボーは、若者の強い欲望や長いあいだ抑えてきた烈し
い情熱から生じているばあい、 「早漏」は病的な現象とはいえないと考える。十八ヶ月前から自慰を止めていた若者が、ある若い未婚女性に恋をした。 「この女性を目の前にしたり、女 のことを頭に思い描いたりするとかならず が始 り そうなると陰茎に少し触れただけでも射精が起こっ しまう。ズボンやシャツとの摩擦を避けるために彼はじっとしていなければならなかった。好きな人に手で触れただけでも精液漏 こったことさえあ
る
）（（（
（
」 。ルボーは、
以上のような欲望の表出が持続的に現れた きにのみ疾患と考えべきであると認めて る。
色も臭いもなく漏れ出すこの粘稠性のない水っぽい精液は、動き
の鈍い不完全な遊走子を少数しか含まないばあ には りわけ 前立腺液に似ている。とりわけ絞首刑の処刑者で精子の分析を行ってきたレモン・テュルパンや特にドゥヴェルジの数多くの研究にラルマンはつね 通じていたし、自らも、こ 液体を顕微鏡を通 て日々観察した。彼はまず性行為の直後の精子を採取し
―
ただし、
その手順については口を閉ざしている
―
、それが「まったく別の
状況にあると よりも敏捷な動き
）（（（
（
」をし、寿命も長いことに気づい
た。そこから、性交 こ 種の研究をす 者 とって「最 自然最も迅速な方法
）（（（
（
」である、という考えをいっそう強くもつようにな
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る。加えてドゥヴェルジは、性交が短い周期で繰り返されると遊走子の数が減少することを明らかにした。
いっぽうラルマンは精液漏患者の精液を観察している。診療所で
患者に排便と排尿をさせ、患者が自分の精液を「特別に用意したガラス容器に」入れる。そこでラルマン 「すぐさまその精液を顕微鏡の下 置いて覗く
）（（（
（
」のである。こうしてラルマンは、遊走子
の濃度や形態が患者 年齢によって異なることに気づいた。以上のようにラルマンは昼間遺精による精液を調べていたが、そのいっぽうで、夜間遺精による精液も検査し い
―
ただしその手順は不
明、こちらは病気のステージを探り出すのが目的であっ 。顕微鏡による検査によって、勃起と官能 質および精液の粘稠度に んて患者自身から受けた報告 不足を補ってい 。不随意の精液漏は「交接器官の抵抗のはじまり」だとルボーはいう。不能は彼の専門だが、その不能を引き起こす反乱だというのである。不随意の精液漏は、自律的な個人ならだれもがもっていなければならな 「性器感覚にたいする支配力」が失われ、性器感覚 もはや「意志 命令に［…］従わなくなった
）（（（
（
」ことを示している。
不随意の精液漏は、たんに、器官的な奇形、ときには「適合的
な」奇形から来ていることがあ 。過剰に長い包皮、体質的に小さかったり柔らかすぎ り 睾丸、尿失禁などがそれであ 。精液漏はまた、既往症から生じ ばあいもある。膿漏症 さまざま 原因の尿道炎、器官 炎症と刺激を与える可能性のある べてがこの既往症として考えられるが、便秘や痔核、回虫さえ精液 を惹起することがある。性行為をあまりに早く終わらせてしまう神経症ヴェザニア
〔長期にわたるすべての精神病〕
もまた、じゅうぶん不随意
の精液漏を引き起こす原因になりうる。 「性行為は一定時間続くが普通である。それがあ り 早いばあい、神経症が疑われ 通常の状態で、性行為は立て続けに うことなどでき い。し がって、あの一見過剰に男らしい男性に精液漏がみ れる例は多
）（（（
（
」 。
これらに加うるに、下剤や利尿剤の摂取といった薬理学的な原因
も考えられるし、日常の健康管理に属する原因もあまたあることを忘れてはいけない。それは排尿を促す川での水浴び、ぶらんこや乗馬、馬車による旅行、あまりに長い時間座ったままでいる生活、アルコールの過剰摂取からエロティックな読書ま 、広範囲にわたっている。
不随意の精液漏によって引き起こされる心理的効果を、その他の
精液漏出によって引き起こされる心理的効果と区別するのは難しい。しかしながら、医者たち 、初めての性的関係を前にして不安な感情をいだ たり 性的関係がもた す快楽 強度が弱かり、精液の射出力が弱くて受胎に必要な勢 が得られなかったり、あまりに頻繁な射精で成長途中の遊走子 っ ゆか てしまったりすることなどを、あたかも不随意 精液漏に特有な現象であるかのように強調している。いっぽうルボーはラルマンよりも断定的で、精液漏にはつねに不能が伴うと考えている。一定の形の強い不安が伴うことはいうまでも い モンペリエ大学ルボー教授の何百人という患者はこの不安を抱えている。
加えて、不随意の精液漏の症候が過剰
〔不節制〕
と自慰の症候で
あることはいうまでもない。 〈
脊タベス・ドルサリス
髄癆
〉 、感受性の病理的な鋭敏
化、感受性の鈍麻、呼吸を妨げる胸の圧迫感等がその症候であ病気の影響は多様な形を取る。と のも、トルソー れば、液漏はとりわけ個 的特異性に左右されるからである。精液漏の展開は個人の素因、精液漏がもたらす状況や合併症にしたがって無限に変化する。いまや病理学の法王になったラルマンは、その病理学という手段を用いて 十九世紀末の性医学者によって採用され アプローチの開祖となる。過去の偉大 著作家の回顧的診断というアプローチである。ラルマンの見る ころ、ルソーの示す人格や性的素質はすべて、明らかに精液漏に由来しており パスカルもまた、不幸なことに、この同じ病気 犠牲者だった ではないか 見てい
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る。
このモンペリエ大学教授は不随意の精液漏が原因でいかに恐ろ
しいことが起きるか大げさに暴き立て、 「内にこもった絶望感」 、「不意の自殺」 、 「栄光の挫折」 、より冷酷な、あるいはより単純な「キャリアの中
絶
）（（（
（
」など、こうした事例はいずれも、文明の進歩が
もたらした不幸だとしている。敵対者が最も激しく非難するのが、ラルマンのこうした誇張であ 。
エレン・バユク・ローズマ は、精液漏が惹起したパニックはイ
ギリスでは主として〈中
ミドル・クラス
流階級〉にかかわり、精液の質量および射
出力に集約して性的アイデンティティーの深さを測る役割を 少なくとも結果的に 持ったと考えている。ラルマンの著作より後に著された、イギリスの大医師ウィリアム・アクトンによる著作をつぶさに検討したローズマンは、この文献において、勃起がいか 男らしさを外に示す一大記号となっているか、男性の意識にいかに誇りと性格の強さを、つまり支配の礎 なるものを賦与 か、力説している。と同時に、良い勃起こそが、男性の肉体的・精神的構造全体に能力を与えるのだという。陰茎は男らしさ 意味するだけでなく、それを生産もする エレン・バユク・ローズマンは加えている。ローズマンの見るところ 精液漏を扱っ 文献にはペニスとともに〈
自
セルフ・コントロール
制
〉を称揚する傾向が存在する。精液を、男性の性
的興奮と同一視する一方で、男らしさの理想を危うくするものと考えているのである。精液漏は規格から外れ 男性性の全体像を、すなわち、自己 身体と興奮を制御できずに自信と能力 失った男の描像を見せてくれ と考えられ た 不能の方が、この時代につきまとっていた脱男性化の描像を描きやすいという点 別にすれば、ローズマンのこうした解釈には、いずれ ほぼ疑う余地がない。
その一方、エレン・バユク・ローズマンが仄めかすように、ラル
マン教授の診療や患者の性器の取扱いに、また彼が行っていた焼灼
術に、彼の権威主義と同時に密かな同性愛的欲望の証拠を見ようとするのは
）（（（
（
、あまりに無謀である。
性器の機能の正常化を目的としたさまざまな治療については後に
吟味することにする。ここでは、ある精液漏の症例でラルマンが際限なく奨励したり利用したりしていた治療法だけを強調しておこう。女性を使う治療（病気が節欲に起因し、この方法がまだ使える場合）と、尿道の焼灼術もしくは自己焼灼術（ 「女性に復帰する」治癒途上の病人にもときには可能だ 、女性による治療法が効かない病人に可能 治療法）がそれである。性嚢の過剰な充溢を予防し、習慣化した不随意の発作的痙攣を断ち、組織の活力を高めるためには定期的な性交の実践が必要だ ラルマンは考える。こうした生理的行為への復帰がなければ、完全な治癒は得られな 。ということは、貞潔を誓った聖職者の は絶望的だという と なる。
多血質でスポーツマンタイプの体躯をした三十代 理工科学校卒
業生Ｍ． Ｌ． は子どものころから二十五歳まで自慰 続けてきたが一八三六年、彼はほぼ毎日夜間遺 に悩んでいた。それ 止め ため女性とつきあい始めたものの快感はめったにな か皆無であった。射精がいつも「早すぎ」 「とてももやもやし 感じ」 ったからである。事態を悪化させると思い女性関係を断ち切るも、再発した夜間遺性があまりに頻繁に起きる で、彼 また「女性に復帰する
）（（（
（
」 。が、はかばかしい結果は得られない。つらい焼灼術を受けた
後、ピレネーでの湯治を経て治癒した。
思春期から自慰を開始したある神経 な三十四歳の収税吏は、三
十八歳から精液漏に悩んでいた。医者は 女性のところに通うこと」を勧めたが、予想をは かに超えて難航した。彼はラルマンの診察を受けにやってくる。聖アントワーヌ張りの塗炭の苦しみに耐えていたのである。教授はそのときの状態をこう回顧 てい 。「性器があまり成長していないにもかかわらず、エロティックな妄想は尋常でなかった。なにをもってしても扇情的なイメージを念
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頭から追い出すことができない。どんなに真面目な本を読んでいても、どんなに真剣なことに取り組んでいても、その最中に扇情的なイメージが舞い戻ってくる。観劇や夜会を避けても詮無く、信仰の本に没頭したり、宗教的 対話や科学的な議論に救いを求めてみても無駄だった。彼はのべつ幕なし猥褻なイメージに襲われていた。猥褻なイメージはあ とあらゆる形を取って現れ、夢も同じ性質を帯びてい
た
）（（（
（
」 。ガルの見地に立つラルマンは、小脳の異常な興奮し
かこのエロティックな性向を説明でき い 考え いる 性行為の遂行によっ うっ滞を止めることがきるとみて、彼は患者に「女性のところに通う」よう勧めたが、この治療も効果のほどは絶対確実には思えなかった。
ラルマンは、悪夢や夢で恐ろしい場面を見る原因を精液漏に求め
たがっていた。不随意な精液漏の最終段階に 重苦しい夢が前駆するからである。次いで眠気がほぼ消失する。病人 体が氷のように冷え切ったり、逆に熱く火照 たりしたまま、ベッド 上 輾転反側する。真夜中の街を彷徨う病人も出る。歩行だけが安 ぎを与えてくれるのだ。だが 「衰弱の最終段階」に達すると 歩行すらままならない。病人は「ちょっ した障害物に 躓いてしまう
）（（（
（
」から
である。
ここでしばらく足を止めて、ラルマンの功績、あるいは少なくと
もその重要性について見ておこう。彼 業績を現在の地点から急いで振り返ると、不随意の精液漏をいた ところに待ちかまえ、患者の大多数に探り出そうとす 彼のやり方ひとつを見ても、 しかに軽い軽蔑を感じ かもしれ 一見し ところ、なるほど彼は時代遅れである。精液漏の影響を評価す 彼の態度は、古代医学 伝統を誇張しながら、自分なりの仕方で再稼働させ もの すぎないし、われわ 感覚はラルマン教授に恐怖さえ覚える 焼灼術
―
とりわけ尿道の自己焼灼術となればいっそう
―
非人間的に思え
るだろう。この施術 後に知覚麻痺が続く れば、よけ にそう
思わざるを得ない。だが、この治療法を、当時の治療方法全体のなかに置き直してみなければならない。尿道の焼灼術は、結局、灸療法
）（（（
（
や性嚢結石を取るための切除手術よりも苦痛が少なかったのであ
る。
ラルマンの重要性はこれとはまた別のところにある。生殖器のさ
まざまな機能不全にかんする臨床例を何十年にもわたって倦まずたゆまず収集した功績は、もっと強調されてしかるべきであろう。この功績のおかげで、彼は性医学の先駆者になったのだから。これに劣らない重要性をもつのが、精子の状態を観察し、その観察によって病に冒された段階を探り出すために、常に顕微鏡を利用した事実である。精液漏の重要性がかなり急速にその信憑性を失ったからといって、この分野においてもラルマンが先駆的な役割を果た ていたことを見誤ってはいけな 。とりわけ、われわれが後に生殖器と名づける部位の臨床医学を永年続け おかげで、男性の欲望と快楽の研究、患者が感じるさまざ な感覚や興奮の研究を実現しえたのである。こうし 診療室 かで個人的な顧客である患者 相手に、顕微鏡、臨床的な視線、問診、自己診察 組み合わせて行われた緻密な探求は 明かに先駆的な仕事である。ラルマンは数十年にわたり 倦むこ なく、精子の状態、生殖器の状態、その働き方を、個人の全般的な肉体的・精神的状態に関連づけようと試みた。「生殖感覚」の強さ、欲望と快楽の烈しさを、臨床研究と遊走子の分析に結びつけるそ やり方ゆえに、われわれが論じている対象においてラルマンはルボーと並んで第一線級の専門家に位置づけることができる。そればかりではない。時を措かずに刊行された彼の症例集は、当時の男性の実践 かんする貴重な史料を提供して るである。
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〈 「夫婦の不正行為」が遅まきながら出現する〉
学者によれば、手淫の他にもうひとつ「自然を欺く」行為があ
る。 「夫婦の不正行為」である。この語についてはぜひ慎重を期さなければならない。当時の医者は、われわれが避妊と呼ぶものに一貫して反対して たわけではない
―
たしかに多少なりとも気兼
ねはあったにせよ。性病にはさまざまな種類があることがようやく分かってきた時期だったから、医者 性病の重大さを知っていた。避妊具でその伝染が防げることも かっていた。 『医学事典』には避妊具の描写、製造法、使用法、流通販路、利点 欠点（脆いものが多かった）を記した頁 ある 「イギリスのフロックコー
ト
）（（（
（
」
〔コ
ンドームのこと〕
の項目を書いた著者は、これがあまり普及していな
いことを嘆き、販売の自由化を強く勧め る。避妊具に 性病予防以外の利点もある らで る。不倫による既婚女性 妊娠を含め、 「神に見放された
娠
）（（（
（
」を阻止することができ、そうすれば、
妻が私生児を家族のな にこっそり潜り込ませ 事態は避けられる。独身女性も守れるし、し がって 子捨 の減少に より一般的には堕胎や嬰 殺し 減少に貢献できる。乳母 これを使えば、母乳への精液混入という遺憾な事態のリスクも避けることもできる。売春宿に衛生フロックコートを置く と 医者が歓迎していたのは明かであった。要するに、以上の範囲におけるかぎり、医者たちは、衛生、社会的公益、自然にたいする欺罔を禁じ 道徳、三者間 妥協点を見いだそうと努めていた である。
ところが「夫婦の不正行為」となると文脈はがらりと変わる。こ
の領域に入ると、聖職者が医師団に先回りして手を打つのであ 。「夫婦のオナニズム」の普及が意識されてから、道徳神学と司教にいかなる変化が生じたかは後で見ることにしよう。十八世紀末、聖職者はすでにこの災禍を糾弾していた この き医者はまだ非難
の声を上げていない。このズレはきわめて重要である。 「夫婦の不正行為」という主題が医療の言説に侵入し、科学的生理学に起源を持つと認識されたのは一八六〇年代以降のことに過ぎない。そのとき、この新たな不安が、孤独な悪徳、特 不随意の精液漏が惹起する強い不安に取って代わることになる。
とはいえ、医者が「夫婦の不正行為」にさほど関心を払っていな
かったとしても、議論の下地はすでに十分整っていた。おそらく道徳神学に関心を持ち続けていたためだろう、こ 問題 かんする先駆者とな デュフィユ医師 著作を繙けば分か 精子と卵子の接触を阻むあらゆ 操作と同じく、夫婦の不正行為も自然にたいする濫用にあたるのだ。ちなみ 、デュフィユ 、一八五四年の段階で自然排卵理論に精通しており こ 理論を認めていた 「女性の精子化」を目的 しない「遺性」は、 「 〈感覚のエゴイズ
ム
）（（（
（
〉 」と
放蕩の病的洗練に応えた すぎず、濫用に相当する。中絶性交それ自体、マスターベーションに他ならない。女性が精子 奪われることを十分に知りながら、男性は女性 膣内で興奮し 女性は享楽へと駆り立てられるのだから。完全 交接へ向けた準備という意図まったくない陰茎とクリトリスへの愛撫、肛門交接、口腔交接、膣への指やいかなる器具 挿入もこれと同じであることは言うまでもない。
したがって、夫婦の不正行為は過剰と濫用がはらむあらゆるリス
クを含んでいる。しかも、後の世代 臨床医が嬉々として詳述する特異な病気の元凶になっていた。デュフィユは 医者 る者は、聴罪司祭のように、患者から打ち明け 避妊操作にいつも真正面から取り組まなければならないと考え いたが、その一方で、自ら重大な病理と考えるものが辿るあらゆる段階を記述 べく努めている。男性が途中で撤退することは、 「交接行為 全う」のなかにこそ存する自然を欺くこと あり、拭 がたい欲求不満と、不完全に終わった〈性的快楽に変化
）（（（
（
〉を引き起こす。かくして
―
ここ
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から第二段階に入る
―
二人のパートナーのあいだには、正当な官
能に枷を嵌めたこの不完全な性交を補おうとして、 「放蕩をあらゆる方向に洗練させる」ことにより「快楽の領域を［…］拡張しよう」とする新たな自己中心的欲求が、少しずつ頭 もたげてくる。「生殖器の感覚をいっそう刺激し、それが引き起こす過度に強い印象によって性的快楽 増幅すると思われる
）（（（
（
」手段と「快楽の道具」
に、具体的な明言を避けつつも、デュフィユはそれとなく言及しており、読者にあり あらゆる「薄汚い交接
）（（（
（
」を想像させる。最終段
階に至ると、もはや打つ手はない。酷い扱いを受けてきた性器は性的快楽を享受する能力を失い、膣の粘膜と陰茎は硬化して、神経は感受性を完全 喪失する。 「放蕩の極致は器官の感受性を麻痺させる
）（（（
（
」 。 「快楽を与えてくれることができなくなった」行為にたいする
軽蔑から、次第 逃れられなく る。当初は瑞々し 感性で結ばれていた夫婦も、お互いにたいして嫌悪感を抱く。 まや精子の生成が鈍くなった男性は、子どもを作ろうにも、インポテンツで受胎させることができないのだから、嫌悪感 ひとしおであ 。
デュフィユは、女性にとって「たび重なるオナニー」は、性交の
過剰よりも有害だという。 「粘膜の覆いがぶ厚くなるため
）（（（
（
」 、とりわ
けクリトリスの感受性が鈍化するからであ 。またこれによって「炎症が起き、子宮口が塞がれて」しまう。子宮頸部が変質し、 「組織崩壊」を起こして、 「白質の喪失と、とりわけ神経支配 そのとき起こるトラブルによって、衰弱と消耗」を惹起す 要 、夫婦のオナニーは消耗を引き起こし、感受 を襲い、組織を変質させるのである。夫婦の不正行為で 道具を荒っぽく使えば」 不妊症を引き起こす危険が生じることは言うま も 。こうして 社会をひそかに蝕み、活力に満ちた樹液を将来の世代から奪う、この「何にもならない莫大な努力」 実現され
る
）（（（
（
。薄汚い性交を妻に拒
絶された男性は、娼 に解決を求め、娼婦はたいてい不潔な行為の典型を提供する。それがなおさら夫婦の不和に拍車をかけ 。さも
なければ、カップルは快楽のコントロールと自律を求めて、危険な放縦へと流れてゆく。 「自然」の要請をかなぐり捨て、自己中心的な感覚の追求に膝を屈して、追いつき追い越せとばかり孤独な悪徳に耽る者を模倣するのである。〈同性愛の女と同性愛の男〉
医者が女性同性愛にこだわることはほとんどなかった。この「濫
用」については、たいがい、気質や生殖器、とりわけクリトリスについて話を進めるなかで、遠回しに言及されたり、話のついでに書かれたりするだけである。とは え、彼らも、この悪徳が古代世界ではきわめ 広範に見られたことは知っており 依然として事態は変わっていないものの
）（（（
（
、今や衰退し始めていると考えていた。レズ
ビヤンのなかには、サッフォーのように（医者はサッフォーの性癖を当然知っていた） ただし伝説化し パオンとの愛によって欺かれることなく
〔サッフォーは美少年パオンとの悲恋の末に投身自殺したと言
われている〕
、紛れもなく「女性にたいする嗜好」を持つ者がいるこ
とは知っていた。ところが、この欲望 説明となる 、たい い、始まったばかりで突然終わってしまう。マリ＝ジョ・ボネ
）（（（
（
が女性同
性愛にかんする医学論文のなかで示 たよう 、男性 いつもサッフォー的実践のはるか後景に佇んで る である。
例えばマンヴィル・ドゥ・ポンサンは、気質と、それに伴う器質
的な特徴によってこの嗜好 説明し、同性愛の女性は男まさりで力強いとしている。同性愛の女性は自分に男性との違 が欠如し いることを感じており、かつ、こ コントラストが自然であることを知っているから、より女性的になろうとして女性を求め、同様 、女性的な男性はより男性的になるために同性の個人を求める だという。 「それぞれ自らの 戻 ことで、強すぎる雌は弱く 弱すぎる雄は強くなる必要があ
る
）（（（
（
」 。理想は、合一のなかで「違いが
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ぴったり同等になること」である。これこそまさに、女性が同性に抱く愛に二つの段階を区別するヴィレーが示唆したことに他ならない。女性同性愛者はまず、自らが愛撫や挿入という男性の役割を演じられる女性を求める。ところが次の段階になると、自分も同じ愛撫を与えてもらい いという欲望を感じ始め、女性の役割を演じたいと思うようになる。女性 性愛者は「男性と〈ほとんど〉同じくらい夢中に若 女性を追い求めるが、次いでもはやその関係にさほどエロティシズムを感じなくな 、今度は同じような官能を与えてくれる女性を探
す
）（（（
（
」 。これらの医者たちは、彼らの思考を秩序立て
ている二元論と二形性の枠内でつねに推論を進めている。
より細かい点に立ち入る段階になると、医者は場合に応じて三つ
の説明を提示す 。ひとつめは欠如 かかわっており、マスターベーションについて彼らが述べていることと一致す 閉ざされた寄宿学校や修道院では、欲望の高まり 相互的なマスターベーションで鎮めるほかなく、その嗜好は性交が実践でき ようになればやがて解消する。医者が女性同性愛に臨むときには、クリトリ が飛び抜けて大きいか否かがほぼ必須の参照項目 なっている。女性を同性愛に駆り立て のは、器官の並外れた大きさである、とリニャックは書き
）（（（
（
、サッフォーもそうであったにちがいないと断言す
る。一八一三年、ルノダンはよりはっきりと、長さ十二プース
〔一
プースは二十七、七ミリ〕
もある「ガチョウの首くらい逞しいクリト
リスを見た」人の話を聞いたことがあると書いている。この比喩を繰り返し取り上げる他の同業者 ち 変わ ころ ない 「ある種の自堕落な女 ち お互い 引きつけ この目 余る関係、恥ずべき悪徳に関連づけて考えなければならないのは」 「おそらく」この同じ性向である
）（（（
（
。マルシアルを参照しつつ、ルノダンは紋
切り型をこう てい 。 「こ ような体躯を与えられた女性は［…］男性 方にはるかによく似ている。彼女たち 概ね背 高く、たくましい四肢を持ち、男っぽい顔をしていて、声が太く、居
丈高で、身ごなしが大胆である
）（（（
（
」 。
この後かなり経ってから、マンヴィル・ドゥ・ポンサンがこの描
像を洗練させる。発達 たクリトリスは、レズビアンを男性の愛撫にたいして無関心にさせるだけではない。 「クリトリスの官能は、この種の女性たちにとって［…］想像力の妄想をいや増しにする抗いがたい欲求なのであ
る
）（（（
（
」 。とはいえ、 「女性同性愛という悪徳」
は今や以前よりもかなり少なくなっている。ただ、とマンヴィル・ドゥ・ポンサンは付け加えて、 「クリトリスが男性器と同じくらい長くて太いご婦人が数年前、パリで話題になってい 。大金持ちで淫奔なこの男勝りの女性は、愛人たち 金を払い、ほんの短い間に彼女たちを」
―
若い娘（彼女の好みはこちらだった）であれ、既
婚女性であれ
―
「疲労困憊させ、消耗させてい
た
）（（（
（
」と書いてい
る。マンヴィル・ ポンサン 話題の中心は、男性との比較を可能にし、 「女性同性愛が男性 流儀で実践され しかも、男性の場合より官能的ではるかに長時間に渡って た」ことを教えてくれる、こうした既婚女性にある。女性同性愛者が性 の営み 臨むさい、男っぽい外貌と体躯の欠如したある種 たちになぜこだわるのか。その説明は、以上のように、 と男性の役割 二重性を問題にしないままなされている。女性は飽くことを知らず 容易にオルガスムスに達し、際限なく痙攣でき という図式に則って女性同性愛者による性愛の営みが記述されているが、この図式は、貪欲な好奇心に油を注ぐだけ 妄想 すぎない。ただ 、マンヴィル・ドゥ・ポンサンは、このような実践 た し 不安を抱きかねな人々を安心させようとしている。 「この器官（クリトリス）の切除すれば、通常、女性は自然な嗜好性を取り戻 受胎す
る
）（（（
（
」 。ある
ローマ の妻には たいす 嗜好性があった。そこ 、夫 自ら短刀を手にして妻のクリトリ を「切り落と 」 「このとき以来、この女性同性愛者は自然に反 を完全に失って〈性に戻り〉 、夫を愛し、夫に何人も 子どもを授けた 。クリト ス
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の過剰発達にたいする信憑から、治療の自明性が引き出されるのである。
医者のなかには第三の説明を示す者もいる。過剰な性交、膣壁の
肥厚化、それに伴う感覚麻痺、加えて疲労、さらには行為の過剰反復からくる嫌悪感によって、新たな形の刺激を求める女性が出てくるのではないか、という説である。性的関係が頻繁に行われるだけでも、精子化の過剰によって女性の男性化が促進されるように思われるだけにいっそう。娼家の住み込み女性に、しわ れ声だけでなく、女性同性愛者も多い（パラン＝デュシャトレはこの点 強調している）のは、以上のよ な理由 よるのである。
だが、この偉大な観察者パラン＝デュシャトレは、女性同性愛に
かんする先駆者だろう。女性同性愛の娼婦はクリトリスの過剰に大きいという信憑と、器官的な特徴と欲望の性質のあいだに打ち立てられた関係に初めて疑義を差し挟んだ が おそらくこのパラン＝デュシャトレである。マドゥロネット刑務所に収監されて た、巨大なクリトリスをもつ娼婦を六週間 わたり監視させたあと、自分は男にも女にも興味がないと言った娼婦 言葉に嘘はない、とパラン
=
デュシャトレは結論づけている。監獄医によって行われた「エ
ロティックな情熱の活動
）（（（
（
」にかんするこの種の調査は、少し前にミ
シェル・フーコーが力説したあの知への意志 、き めて鮮明な形で例証している。そのはるか後年に、数々の観察の結果、この売春宿の掃き溜めの専門家は正しかっ ことをルボーが追認 ている。パラン＝デュシャトレは女性同性愛者のことをよく知っており 検査も綿密だった。 かし、彼 たち 外生殖器 は異常なところも、例外的なところもまったく認められなかった。ただ、 「乳房がほぼまったくない」点、そして…「乗馬にたい て目立った嗜好を示している
）（（（
（
」点を別にすれば。こうした細部は、たしかに器質的
な原因を継続して追求する必要性を示すが、そ 以上に興味 惹のは、彼が最後に下した所見である。パラン＝デュシャトレ よれ
ば、女性同性愛者は「ほぼ総じて」男性にたいして冷感症だという。かくして学者の論法は大きな変容を被る。ルボーは、女性の欲望と男性にたいする冷感症とのあいだには、なによりもまず徹頭徹尾心理的な性質の関係があるのではないかと考え、器質的な特徴にも、外面的な男性化にもふれず、性交の欠如や過剰への暗示 、際だった淫奔さへの言及もしていない。
一七七〇年から一八六〇年にかけて、 「ゲスな奴ら」 、男色者、オ
カマ、ホモと形容 れる個人にかんする、主 して政治的で攻撃的な文書が大量に出回っていた。それらの文書 、彼らの肉体関係が正確にいかなるものかとい こと なると くぶん無頓着であるものの、彼らの外貌を描写し、見分けるときの特徴を示し、彼らの社交のさまざまな形を列挙し 習慣のいつくかを詳述している
）（（（
（
。これ
にたいし、医学書、とりわけフランス語で書かれた医 書となると、このテーマにかんするかぎり大したも はない。それらを読んで感じるのは、こうした行為については にかく回避 ようという意思である。行為といっても病理学的 見た行為だが にたいする治療法さえまだ考え出されてい い。わずか 法医学、よりしく言えば、 「ホモ」による風俗紊乱と暴力 かわる法医学の範囲内において、専門家が独特 報告 文体で、こ テーマに着手しているのみである。われわれが扱う時期の末期 書かれ アンブロワーズ・タルディユの著作は、当然のことながら 歴史家たちの関心に焦点を絞ってい 。
いずれにせよ、
男ソドミット
色者
と
ホペデラスト
モ
は学者から拒絶される対象であっ
た。彼ら たいす 攻撃は、過剰や濫用 もたらす危険ばかりに集中していたわけではない。そこにはまた非常に厳し 倫理的な断罪も伴っていた。医者の目からするなら 彼らのやっていることは、ともども自然と理性と道徳にたいする挑戦なのである。生殖的意味でのおぞましさ、下劣さ、異常さという概念が、われわれ 考察ている時期全体を通して、医者の言説に染み込み しかも余す
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ろなく行き渡っていた。レドゥレによれば、男色は、そして男色にたいする態度となればなおいっそう、優れた指標になるという。任意の時代における風俗退廃の程度を測定してくれる指標である。このような行為をいささかなりとも甘く見ているなら、それは、道徳的な縛りがじきに緩みきってしまう徴候であ
る
）（（（
（
。もっとも医者
は、どんなに抑圧的 手段にでも訴えよ、と呼びかけていはいない。人々を安心させようと、 「我が国では」自然に反する悪徳は希になってきた、と繰り返 ばかりである。その一方 、集団的 性的羞恥心から、男色を神秘のベール 押し包み、深い闇の中へと隠匿してしまう。男色の研究に展開が見られ のは、 てい古代とエキゾチックな社会にかんするばあいだけで、その古代人はある難問を持ち出して、医者をいわば思考停止に陥れている。 「男色」があれほど成人男性を魅了し 古代社会 男色 あれほど 寛容 あるいは少なくともあれほどの無関心を示していたこと 、医者は唖然とするのである。女 たい て相対的な軽蔑があった 考えるしか、このよう 行為は説明できなかった。
いずれにせよ、一見常軌を逸したようにみえる嗜好には説明を試
みる必要があ 。ここでもまた持ち出されるのは欠如だ。 は囚人や水夫、また、これほど目立たないが宗教的な理由で独身を余儀なくされている人々にとりわけかかわっ いる 彼ら みな、要するに、自然に従って性的享楽 欲求を満たすことので ない人々である。オリエントでは気候の暑さが欠如の苦 み 煽る。こうした地域では、灼かれるような欲望に苛まれた男 ちの多くが、女性不足の犠牲者に ってい 。
肛門性交は当時、医者から、後天的に身に付けた行為とみなされ
ていた。放蕩の階段を一段一段転げ落ちて行った男女によって、言ってみればおまけのような、別の快楽として発見された かもれない。たとえば、性交のし過ぎでうんざりした結果生じ と考えられる肛門性交がほとんどである。たんなる老化の影響にすぎない
と思われる例もある。自らの性器が「ふにゃふに
ゃ
）（（（
（
」であること
に気づき、心身の無力感や徐々に衰える性的能力を回復したいと感じて回春に努め始めた放蕩者な 、兆してきた欲望と快楽を、この方法によって再度掻き立てようとするかもしれない。それが刺激となって、次第に、女装をし り、女性的な身ごなしを真似たりするようになる。このような推論は、肛門性交を、不感症になった放蕩者というコーホート 関係づけている。
とはいえ、そこには欠如や欲望の鈍磨や性欲そのもの衰弱に結び
ついた病因以外にも 探り出すべきなにかがある 考える臨床は少なくなかった。なかには 肛門性交によってしか得られない特異快感が男性にも女性にもあ ことを知って驚く医者もいた。フルニエは、頻繁にこのやり方でやられたため「ひどい不快感を被った」女性たちに出会っ こともあるが、その一方で 「自然 約束する快楽をはるかに凌ぐ快楽を与えてくれる め、今では肛門性交 断念する力がどうしても湧いてこない」と打ち明ける「上層階級生まれ」の婦人にも出会っている。いわゆる稚児についても事情は変わらないとフルニエ 言う。 「こうした倒錯者（原文ママ）のひとりは、同じ種に相棒がいないとき、飼い犬の巨大なマスチフ犬を使っていた。この常軌を逸し 役割を果たし もら ために飼っていたのである
）（（（
（
」 。
また、男色のなかに、 「不幸な特殊体質」の結果を見る学者もい
る。男色への傾向は誕生時から、 やそれどころか受胎時から存在していて、すでにわれわ が見たように、その原因は不全感や、それに悩む者をして自らの男性化 ため 男性を求めさせる差異の欠如にあるとパルメニデス 考えていたが、ヴィレーはそのパルメニデス
）（（（
（
を参照している。ただ、こうしたタイプの推論は白黒がつきに
くい。ひょっとして遺伝子や体質が原因ではないか、 「生殖感覚の刺激を与える力」が「根本的に鈍麻している
）（（（
（
」ために「正常な道か
ら逸れ」て異常が起きるのではないか、と考える医者は決して少
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くなかった。こうした原因追究は、マスターベーション欲の原因追究と根本的に違わない。いずれも、 「まがいものの興奮」を求める欲求から生じた行為だからである。 「まがいものの興奮」という言葉まで同じである。それはマスターベーションであろうと肛門性交であろうと、あらゆる濫用に押される烙印なのである。
生殖器官の働きがいかなる現れ方をするか臨床的な観察をする学
者たちに って最も大胆なルボーは、この問題を巧みにかわしている。欠如や鈍麻や好奇心以外に原因があるとすれば、男色は、際限も途方もない「人間精神の不規則性
）（（（
（
」の歴史に属する問題となる、
というのである。
後年現れる、男色の類的な、さらには種的な解剖学的一覧が、と
りわけ性病学 専門家の言説において、遠慮がちに、また、断片的に練り上げられ始める。そうした性病学の専門家のなかで最も偉大なキュルリエは、 「漏斗
状
）（（（
（
」をした直腸の解剖学的構造によって、
男色家をたちどころに見分けることができると断言す また 肛門性交を実践する個人には、この器官 硬性癌が頻繁に見られるという。フルニエ・ド・ペスケは法医学の豊かな経験に基づいて、子どもや若い娘にたいしてなされる「肛 強姦」の肉体的痕跡 ついて詳述している。彼はまた「習慣的に稚児として使われて る」者の肛門がどのような状態 なっているかを描写し、 分厚くなり緩んで腫れあがった大き 肛門には隆起がみられ、括約筋は意のままに締める力を、つまり通常の収縮力を大方失なっていて、直腸に指をやすやす入 ることがで る
）（（（
（
」と書いている。哀れな患者はか
なり大きな痔核や痔瘻 硬性癌を患う危険がある。 「しばしば苦痛に満ちた死が」 、このような形で自然を裏切る者にた して「自然が科する残酷な懲罰である」 。後にアンブロワーズ タルディユがその鮮明な描像 描くことにな（第
6章に続く）
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